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サ

＼

止
せ
J
h

H

サ

V

亜
米
利
加
博
物
館
遠
征
除
の
ゴ
ヒ
沙
漠
に
於
け
る

探
検
の
方
法
と
結
果

本
節
竺

九
二
六
年
六
月
廿
三
日
倫
故
地
鮮
拳
骨
に
放
け
る
誹
城
の
撫
把
で

ネ
-
チ
ェ
ア
八
月
吉

雄
に
掲
戟
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
｡

ア
ン
ド

リ
ク
ス
替

玉
職
者
.･･J
す
る
党
古
遠
征
隊
の
番

見
に
依

-
て
､
苦
末

に
掲
げ
た
様
な
二
十
四
階
に
分
け

ら
れ
る
産
物
地
史
中
の

一
助
を
開
明
し
た
中
央
亜
細
亜

特
に
支
那
餓
ト
ル
キ
ス
タ
ン
の
東
部
及
び
南
東
部
地
方

は
地
質
撃

｡
有
壁
物
撃
及
地
理
撃
に
閲
し
て
は
長
-
派

識
.k

F･J
し
て
成
さ
れ
て
ゐ
た
｡

一
九
0

0
年
に
予
は
換

言
し
て
p南
部
並
紬
虫
地
方
例

へ
ば
プ
ア
〝
コ
ナ

-
(
〟

八
三
〇

1
五
〇
)
に
依
-
探
険
せ
ら
れ
た
印
鑑

の
,7㌧
ツ

ソ
ク
の
如
き
鷹
よ
り
も
､
写

り
中
部
丑
帥
塵
の
未
知
の

高
原
地
方
が
晒
乳
瓶
の
起
源
及
び
分
布
の
主
要
中
心
地

で
あ
り
､
北
方
の
晒
乳
類
は
此
盛
か
ら
起

っ
て
歓
及
北

米
の
大
陸
に
横
が
っ
た
･JJJ
い
ふ
こ
だ
が
静
明
さ
れ
る
に

至
る
で
あ
ら
-
三
石
っ
た
｡

山
九
二
二
年

二

九
二
三
年
及

1
九
二
五
年
の
三
期

に
於
け
る
ア
ン
ド
-
エ
ク
ス
の
探
険
は
遺
憾
侵
-
此
像

言
を
&
･.明
し
て
ゐ
る
の
み
な
ら
ず
'
叉
高
い
中
央
亜
如

勤

米

刑
如
拙
的
仰
T.･池
抑
隙
の
ゴ
ビ
抄
mj
に
放
け
>.･紙
粉
S
カ

は
と
抑
究

毒
1

五
九



地

球

紡
七
懸

雅
の
高
規
地
方
が
上
部
任
羅
配
及
白
受
配
の
陸
棟
恐
親

類
の
主
婆
棲
息
地
で
あ
る
こ
ど
も
別
に
し
た
｡
要
す
る

に
之
等
の
聴
兄
は
堂
古
が
傑
雅
紀
の
終
末
か
ら
洪
楕
世

の
終
り
迄
北
方
陸
棟
薫
物
史
の
主
要
な

ー
中
心
地
で
あ

っ
た

こ
ど
な
安
静
す
る
｡

古
代

地
排
撃
か
ら
見
て
p
此
探
検
の
著
し
い
地
質
撃

的
散
見
は
次
の
如
き
も
の
で
あ
る
｡
第

1
に
は
､
グ

レ

ー
.'iS
ク
に
依
っ
て
名
づ
け
ら
れ
た
ゴ
ビ
ア
(
G
obia
)
の

中
部
故
郷
並
大
陸
は
蔑
宵
萌
年
の
間
腫
亜
頻
｡
嘱
乳
類
･

昆
虫
燕
及
び
穐
物
故
に
多
分
鳥
頻
の
進
化
に
は
最
も
恵

ま
れ
た
土
地
で
､
之
等
の
諾
動
物
は
蓮
迄
西
欧
の
白
票

紀
地
や
僅
か
の
甫
部
東
郷
並
で
知
ら
れ
て
ゐ
た
も
の
で

あ
る
｡
第
二
に
､
現
在
は
僅
か
に
齢
羊
や
野
生
の
騒
罵

の
み
が
通
過
す
る
位
で
-
そ
れ
も
夏
季
に
は
紹
封
に
建

物
の
居
ら
な
い
怖
ろ
し
い
此
の
.'n
ピ
ア
沙
漠
地
方
も
､

上
部
倣
雅
紀

･
白
華
紀
及
第
三
紀
を
通
じ
て
は
著
し
-

鎌
物
に
富
ん
で
ゐ
た
も
の
で
も
稀
に
は
密
林
が
あ
-
悼

ち
(T･
口
見
る
中
火
麓
弗
利
加
高
原
地
方
に
比
す
べ
き
季

節
的
降
雨
の
供

給
を
享
け
る
州
も
流
れ
て
ゐ
化
の
で
あ

る
0
第
三
に
.
此
乾
燥
し
た
刺
敵
的
な
第
三
紀
1両
地
の

約
五
触

発四

･:r
O

状
態
ご
密
林
に
閉
さ

れ
た
閣
亜
細
亜
低
地
の
捕
食
ど
の

対
照
が
､

一
九
二
三
年

叫r
en
D
aL,asu
よ
-
の
蹄
蓬
に

予
を
し
て
枕
近
の
諌
言
を

為
さ
し
む

る
に
至
っ
た
｡
即

ち
こ
れ
は
此
地

方
に
は
人
頻
の
形
跡
は
下
部
薯
石
恭
時

代
よ
り
古
き
も
の
は
末
だ

1
も
聴
鬼
さ
れ
な
い
け
れ
ど

も
'
節
三
紀
､
人
類
粛

先例
へ
ば
塘
石
灘
時
代
の
探
麓

に
は
童
も
都
合
好
き
土
地
の

.i
で
あ
る
だ
い
ふ
こ
"
で

あ
る
｡
斯
-
L
で
第
三
紀
時
代
に
於
け
る
人
類
及
先
任

人
類

S
遺
物
の
聴
鬼
ビ
い
ふ
こ
亡
が
残
る
探
検
の
主
嬰

目
的

の
一
.fJな
っ
て

ゐ
る
〇

一
九
二

五年
に
は
恐
ら
-

A
Nilian･C
am
pign
ian時

代
だ
恩
は
れ
る

1
大
文
化
集
落

が
ア
ル
タ
イ
山
脈
東
側

に
聴
児
さ
れ
た
｡
共
成
は

S
hab
a
rakh
よ
-
程
遠
か
ら

ぬ
所
で
有
名
な
恐
寵
の
卵
の
凝
見
さ
れ
た

D
jad
ok
h
t
a

に
近
-
､
又
リ
サ
ン
(L
icen
t)
や
チ
エ
イ
ル

バ
ー
ル

ド
･

シ
ャ
〝
ダ
ン
に
依
っ
て
探
槍
せ
ら
れ
た
九
ル
ド

ス
席
地

の
迄
か
北
方
で
.あ
る
｡
事
薯
'
上
部
蕃
石
器

時
代
の
工

人
連
は
恐
寵
の
卵
の
破
れ
た
数
を
尭
め
て
そ
れ
で
骨
鮪

を
造
-
'
そ
の
穴
を
聞
け
ら
れ
た
民
放
化
石
は
毅
古
の

有
器
時
代
の
大
成
鳥
た
る
互
大
な

S
tru
th
iolith
u
s
hl



卵
血
糊
.j<J
仝
じ
様
に
はt
川
ひ
も
れ
た
0

人
頻
の
化
石
は
ま
だ
発
見
さ
れ
て
ゐ
な
い
O
産
業
の

程
度
は
翻
未
だ
確
か

には
決
め
ら
る
べ
き
も
の
で
は
な

い
が
主
要
な
人
類
撃
的
事
案
は
確
め
ら
れ
た
o
即
ち
石

灘
時
代
の
種
族
は
氷
河
期
間
中
ゴ
ヒ
沙
漠
外
に
横
が
っ

て
兼
は
ア
ル
タ
イ
山
脈
に
接
し
氷
河
か
ら
水
を
受
け
る

大
潮
水
に
近
き
盛
に
石
切
域
を
作
っ
た
.

一
行
中
の
地

質
撃
家
連
は
ア
ル
.タ
イ
山
脈
の
厳
に
約
-
で
此
氷
河
時

代
の
遺
跡
密
教
兇

し
た
.

探
検
の
方
法
に
関
し
て
云
へ
ば
十
二
月

一
日
に
堰
家

口
を
魔
し
て
五
月

一
日
に
ア
ル
タ
イ
山
脈
の
兼
蕊
に
逢

し
た

一
大
聯
廉
隊
に
加
ふ
る
に
五
番
乃
至
七
重
の
自
働

軍
隊
を
以
,tJ
L
､
捉
雄
の
地
質
探
検
家
が
沙
班
を
横
切

る
に
賂
駈
の
み
を
以
て
せ
る
以
上
に
速
力
の
鮎
で
大
な

る
便
益
を
得
た
｡

一
行
の
地
質
聾
者
及
古
生
物
尊
者
ビ

し
て
は
グ
ラ
ン
デ
ヤ
ー
rJ,～-
ケ
-
及

モ
-
ス
及
び
二
人

の
野
外
助
手
が
あ
っ
て
.
何
れ

も
締
度
凹
○
庇
五
〇
度

の
E間
ゴ
ビ
沙
漠
だ
著
-
同
じ
状
態
な
緯
度

四
〇
度
五
〇

度
間
の
西
部
倉
衆
刷
の
野
外
で
長
い
間
の
揮
勝
を
有

っ

た
人
達
で
あ
る
.
以
前
比
の
地
方
を
振
放
し
た
ラ
フ
ア

エ

ル

･
.'t

ム

ぺ

-

ト
(
fi
八

六

四
草

)
フ

瓜

ル
ダ
イ

ナ

ソ

ド

･
フ

ォ

ン

･
-
x
iJ
ト
五

1

7

エ

ソ
(

.I八
七

二
年

)
及

び

オ
ブ
ル
チ
エ
フ
(
一
九
〇
九
年
)
は
オ
ブ
ル
チ
エ
フ
が
椎

一
の
尿

牙
を
蒋
ち
掠

っ
た
外
は
化
石
は
探

基

L
t･S
か
-

っ
た
｡
又
此
の
地
方
を
横
断
し
た
他
の
地
質
尊
者
も
蔑

見
す
べ
き
化
桁
は
L･4
い
も
の
.,･J
考

へ
た
｡

地
質
に
閥
し
て
述

べ
れ
ば
､
探
検
は

1
九
二
二
年
四

月
十
五
日
張
家
口
の
西
北
二
六
〇
哩
の
他
動
に
始
め
ら

れ
甲
種
三
千
哩
に
互
る
登
ゴ
ビ
地
方
を

一
九
二
二
年

･

Li
九
二
三
年

二

九
二
五
年
に
亙
っ
て
周
行
し
.
下
部

洪
積
世
よ
-
下
部
白
凝
離
及
上
部
促
羅
紀
に
至
る
二
十

三
以
上
の
明
瞭
な
る
地
層
を
磯
風
し
た
｡
各
層
は
厚
さ

五

〇
乃
至

二
〇
〇
〇
沢
で
､
童
倍
の
河
川
の
大
洗
滴
地

か
或
は
朗
い
河
谷
か
或
は
古
代
の
山
脈
の
基
部
に
か
或

は
D
ja
d
ok
h
ta
州
の
如
き
大
流
砂
地
か
の
何
れ
か
に
堆

積
さ
れ
た
も
の
で
'
衆
候
特
に
降
両
の
長
期
塾
蓮
が
あ

っ
た
こ
だ
を
静
櫨
立
っ
る
の
で
あ
る
｡
即
も
地
暦
は
氷

河
時
代
の
多
雨
期
に
終
-
其
後
は
長
い
乾
燥
期
に
這
入

っ
た
の
で
あ
る
○

之
等
地
質
暦
中
の
或
も
の
は
､
大
き
さ
に
於
て
白
耳

出
発
利
加
糊
的
付
近
純
株
の
ゴ
ビ
沙
淡
.1
於
げ
ろ
探
検
の
方
法
と
称
邦

克

筑

六
1



地

球

肪
七
巻

葦
の
有
名
な

IgVanodon
bernissa
rtiensisに
匹
敵
す

べ
き
宜
大
L･.
禽
鶴
瓶
を

置
す

る
だ
こ

ろ

か
ら
西
欧
の
下

部
白
壁
配
た
る
ク
イ
ー
ル
デ
ン
ビ
厳
密
な
同
時
代
で
あ

る
｡
最
古
の
も
の
は
上
部
傑
郡
配
時
代
の
オ
ヅ
ク
ス
フ

ォ

r:
'デ
イ
ア
ン
や
.'1

ァ
ペ
ッ
ク

盾
だ
同
時
代
で
あ
る
Q

膿
亜
類
の
全
盛
は
中

部
白
華
紀
の
恐
ろ
し
き
恐
髄
の
繁

殖
地
で
あ
っ
た

D
jad
ok
h
ta
暦
中
に
求
め
る
こ
と
が
出

凍
る
｡
此
の
地
層
に
は
プ
ロ
ト
セ
ラ
ト
ブ
ス
の
化
石
卵

の
藁
や
酵
し
,Ai
班
骨
や
骨
格
が
殆
ん
で
完
全
に
保
存
さ

れ

て
ゐ
る
｡
走
れ
賓

に
こ
れ
迄
散
見
さ
れ
た
虞
で
は
険

並
大
陸
で
最
も
恐
鶴
に
富
ん
で
ゐ
る
地
静
で
あ
る
..

十
五
階
の
第
三
紀
の
地
暦
は
基
底
飴
新
羅
の

G
a
sF

ato

壮
よ
か
上
部
漸
新
銃
に
瓦
-
通
約
だ
し
て
#
.き
L･i

筋

就
雛

莞

11rt

大

こ

い
栗
東

珪
物
虹
を
物
語
っ
て
ゐ
る
｡
上
部
漸
新
暦
に
は

玉
大
ゐ
る
.-,
γ
チ
セ

リ
ウ

ム
が
磯
風
さ
れ
た
が
之
は
巳

に
ケ
ン
ブ
-
ヅ
デ
の
ク
ー

パ
ー
が
'''l
ル
チ
ス

タ
ン
で
､

叉
モ
ス

コ
-
の

B
or
iss
iak
が
支
部
ト

ル
キ

ス
タ
ン
で

登

見

し

た

も
の
で
あ

る

｡

中新
枕
及
び
鮮
新
政
は
四
の

地
暦
で
表
は
さ
れ
で
居
る

｡

斯
-
し
て

一
九
二
二
年
よ
り

.E
九
二
五
年
に
至
る
間

に
蒐
基
さ
れ
た
探
検
隊
の
科
撃
的
資
料
は
､
古
生
物
撃

及
ぶ
地
質
撃
に
依
り
宇
内
の
典
型
的
沙
漠
地
方
の

一
を

開
明
さ
し
た
｡
而
し
て
発
育
の
荒
黄
地
は
今
や
既
知
大

多
数
の
陸
棲
脊
椎
動
物
の
誕
生
地
だ
し
て
光
条
に
輝
-

着
任
物
故
物
語
で
飾
ら
れ
て
ゐ
る
P

舘
叶
tZ)剖
韻
童
謡
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荷
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